
 

 

 

 

 

 

 

 

２ ０ ２ ２ 年 度 

 

 

事 業 報 告 書 

 
 

 

２０２２年４月１日から２０２３年３月３１日まで 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一般社団法人 日本ガス協会 

 

 

 



- 2 - 

 

 

 

 

目次 

Ⅰ. 外部環境（p.3）  

Ⅱ. 重点項目（p.4） 

Ⅲ． 活動報告（p.5～12） 

   １．事業領域における活動報告 

   ２．会員サービスに関する活動報告 

   ３．組織基盤に関わる活動報告 

Ⅳ. 事業報告の附属明細書（p.12） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 3 - 

 

 

 

 

Ⅰ．外部環境 

 

１．年度当初の認識 

（１）カーボンニュートラル社会実現に向けた官民における取り組みの進展 

• カーボンニュートラル社会実現に向けた国・自治体や各業界における具体的施策の進展 

• 天然ガスへの燃料転換の促進やメタネーション技術の推進等、ガス業界における取り組み加速への期待 

• 地域におけるエネルギー事業者の脱炭素への取り組みを通じた地方創生貢献への期待    

 

（２）エネルギーセキュリティ・レジリエンスの更なる強化の要請 

• 国際情勢等を踏まえたエネルギー供給・コストの安定化、サイバーセキュリティ確保の要請 

• 多発する自然災害等に対する対策強化の要請 

• 進化するデジタル技術の活用による保安業務の高度化・効率化の要請 

 

（３）会員事業者の経営構造変化 等 

• 導管部門法的分離や事業環境変化を背景とした経営形態や事業領域の多様化 

• ガス事業 150周年（1872年 10月 31日：横浜馬車道のガス灯点灯） 

• コロナ影響の長期化（生活/ビジネス様式変化、ガス販売量影響 等） 

 

２．年度内の変化要素 

• 国際情勢等を起因とする資源・物価高騰を踏まえた国による総合経済対策の実行 
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Ⅱ．重点項目 

（１） レジリエンスの更なる強化（安定供給・安全の確保）に向けた対応 

• 国際情勢を起因とする LNG途絶時の影響回避に向けた政策議論への参画および大規模原料供給途絶時の

対応ガイドライン改定等による需給対策を推進するとともに、経済安全保障推進法によるガスインフラ

設備導入時規制への対応等を通じ、安定供給に資する国・事業者との連携を強化した 

• 改正ガス事業法の施行に伴い災害時連携計画の全一般ガス導管事業者連名での届出を行う等、風水害や

地震等の自然災害に向けた対策強化を行った 

• ガス安全高度化計画 2030の確実な実行開始をはじめとする保安レベル向上支援を行った 

• 効果的・効率的な保安確立に向けた産業保安規制見直しの実現に貢献した 

• スマートメーター普及拡大への環境整備や新技術の導入促進等を通じ、スマート保安導入を推進した 

 

（２）カーボンニュートラルチャレンジ 2050アクションプランの具現化に向けた対応 

• 国の政策・制度議論への積極的な参画や他業界との連携、合成メタンの呼称統一【e-methane】等を通じ、

国内および国際制度における CO2 カウントルールの整備や環境価値取引の仕組みづくり、e-methane へ

の各種支援策の構築に向けた取り組み、水素供給に関する保安面およびガス業界における水素利活用に

ついての検討・対応を着実に進めた 

• ガスシステム導入に向けた政府支援策の活用推進やガスシステムを活用した ZEB、地域脱炭素先行地域

の公募要件解説等の説明会開催等を通じ、天然ガスへの燃料転換や高度利用による着実な CO2削減・エ

ネルギーセキュリティ強化への取り組みを推進した 

• 各種技術開発・調査および研究会への参画等を通じ、メタネーション技術の確立に向けた業界大での技

術開発テーマを推進した 

 

（３）地域脱炭素・地方創生への貢献に向けた対応 

• 地域活性化フォーラムや車座勉強会の開催等、会員事業者の側面支援や情報発信・水平展開手法を強化

した 

• 会員事業者の脱炭素に関する知識向上への取り組みや地域脱炭素先行地域づくりセミナーの開催等を

通じ、会員事業者と自治体との連携推進に向けた支援を行った 

 

（４）情報発信・対外活動の充実化 

• 会長会見や国際会議でのプレゼン、書籍発刊、万博へのガスパビリオン出展に向けた準備等を通じ、150

周年を迎えたガス事業の国・社会への貢献やカーボンニュートラル社会実現に向けたガス業界の取り組

みについて広く社会に発信した 

• 国の政策・制度議論（エネルギー・環境政策、ガス事業・保安制度等）への積極的に関与するともに、

経済産業大臣との懇談会の開催等を通じ、ガス事業の継続的成長に向けた取り組みを推進した 

 

（５）組織基盤の整備・強化 

• 会員事業者の経営形態多様化や法令等を踏まえた諸機関の適切な運営を行った 

• コミュニケーションツールの導入やデジタルツールの利用促進等により、効果的・効率的な事業運

営を推進した 

 

（６）年度内の変化要素への対応 

• 国の総合経済対策としての電気・ガス価格激変緩和対策事業への都市ガス業界全体での取り組みを

推進した 
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Ⅲ．活動報告 

 

１． 事業領域における活動報告 

企画領域 

（１）エネルギー・環境政策への対応 

• 国のエネルギー・環境政策議論へ積極的に参画し、天然ガス、e-methane 、ガスシステムの優位性の訴求

を通じ 「クリーンエネルギー戦略」中間整理や「GX実現に向けた基本方針」における天然ガス、e-methane

の位置づけ確保に貢献した 

• 温室効果ガス排出量算定・報告・公表制度（SHK制度）におけるバイオガスのゼロエミッション価値獲得へ

の対応を図ったほか、e-methane 利用時の取り扱いについての国との議論を通じた国内 CO2 カウントルー

ル整備に向けた取り組み、環境価値の移転を可能とする「クリーンガス証書（仮称）」の制度設計による環

境価値取引の仕組み構築に向けた取り組みを着実に進めた 

• 他業界との連携により、G7 札幌大臣会合の公式宣言文における「e-methane」の国際正式文書としての記載

と共に、国家間の CO2カウントルール整備を G7各国が協力して推進するよう訴求した 

• カーボンニュートラル LNG の信頼性向上に向け、適切に運用・管理されるよう事業者支援を行った 

• GXリーグにおける排出量取引について参加企業の取り組みが適正に評価される制度設計を要望する等、カ

ーボンプライシング議論への対応を行った 

• 水素利用に関する製造・供給・消費等の技術課題について海外動向調査も踏まえた検討・整理を行い、将

来的な水素利用の選択肢を追求した 

• 「経団連カーボンニュートラル実行計画」に伴う 2030年業界目標の見直しへの対応を行った 

• 経済産業大臣と都市ガス業界との懇談会を開催し、150 周年を迎えた都市ガス事業の安定供給やカーボン

ニュートラル社会実現に向けた国との連携強化を図った 

 

（２）ガス事業制度議論への対応 

• 国際情勢を踏まえた LNG 途絶時の対応として、国の政策議論への参画を通じ、深刻な供給支障等の万が一

の危機に備え、需給両面からの対策を講じたガス事業法の改正に貢献するとともに、大規模原料供給途絶

時の対応ガイドラインの改定や事業者の需要対策に係る業務計画の作成支援等による業界としての需給対

策を推進した 

• 国の電気・ガス価格激変緩和対策事業へ協力すべく、会員事業者への制度説明会の開催等を通じ、都市ガ

ス業界全体での取り組みを推進した 

• 会員事業者の適切・適法なガス事業運営に向け、関係法令・制度（託送料金事後評価、行為規制、税務・会

計制度、ガス事業法等）に関する周知や説明会を行った 

 

（３）国際関連業務への対応 

• 国際会議（国際エネルギー経済学会、 Japan Energy Summit2022等）での e-methaneや合成燃料の重要性

等に関する情報発信を行った 

• e-methane の環境価値確立に向け CO2 排出量算定ガイドラインの策定やライフサイクル CO2 排出量算定手

法の国際標準化への取り組みを進めた 

• 欧州の CCS プラス・イニシアチブ等の CO2 カウントルールを扱う団体等への参画により、動きの速い欧州

動向の迅速な把握と、参画メンバーとの関係強化に努めた 

• 海洋汚染防止条約の｢既存外航船の CO2 排出規制強化｣に対し、国との協議を通じ、日本政府が定めるガイ

ドラインに基づく一定条件下における出力制限の一時的な解除に関する運用措置の導入に貢献した 
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技術領域 

（１）ガス安全高度化計画 2030の着実な遂行に向けた保安レベル向上支援 

• 2030年の死亡事故ゼロに向けて、製造から消費段階のアクションプランを着実に実行した 

• 製造段階においては、災害時の対応力向上に向けた臨時製造机上訓練や資機材の融通体制構築に向けた事

業者への資機材所有状況調査を実施するとともに、高経年 LNG 設備への対応、災害時の作業員の安全確保

に向け必要な対策について事業者への周知・共有を行った 

• 供給段階においては、緊急保安分野の人材育成取り組み好事例の水平展開や自社工事・他工事事故対策の

取り組み状況についての見える化を行うとともに、他工事事故防止に向けた関係省との連携や建設関連業

界・団体への周知・啓発活動の拡大、経年管対策の進捗確認・フォロー、新たな更生修理工法の採用に向

けた対応等を着実に実施した 

• 消費段階においては、需要家への危険発生防止周知として従前からの周知広報ツールを用いた自主保安活

動を推進するとともに、需要家のスマートフォンからの視聴も可能な消費者教育ツールを導入する等、需

要家特性に応じた安全周知活動を展開した 

• 安定供給や保安の確保に資する技術の採用や保安人材の育成に向けた「技術普及セミナー」および保安レ

ベル維持・向上に向けた「技術部全国説明会」について、実演・体験・対話が可能な会場方式と幅広い情

報提供が可能な Web方式の両方式併用にて開催した 

 

（２）効果的・効率的な保安確立に向けた産業保安規制見直しの実現 

• 経済産業省より意見募集がなされた規制見直し項目の実現に向けた取り組みを継続し、球形ガスホルダー

指針の見直し（遠隔監視システムの導入による点検頻度の見直し）等を実現した 

• ガス安全小委員会等を通じ、規制見直し協議完了項目に対する省令改正、通達改廃に向けた働きかけを行

うとともに、見直し内容を反映した JGA図書の改訂に向けた準備を進めた 

• ガス工作物等技術基準調査委員会を通じ、改良絶縁継手やワイドレンジ圧力計等の新技術導入を促進した 

 

（３）スマートメーター普及拡大への環境整備等を通じたスマート保安導入の推進 

• 認定高度保安実施事業者制度の活用促進に向け、制度設計においてガス事業の実態を踏まえた検討がなさ

れるよう国への働きかけを行った 

• 「スマートメーター等の導入に係るロードマップの策定に向けた検討会」への参画を通じ、システムの普

及・拡大のための課題整理に貢献した 

• メーターの耐久試験条件を検討する国の検討会への参画等を通じ、ライフサイクルコスト低減に資する規

制見直し（検満延長及び号数集約）への対応を着実に進めた 

• 技術普及セミナー等の説明会を通じたスマートメーターに関する事業者理解の促進と導入テクニカルガイ

ド作成による事業者支援を行った 

 

（４）激甚化する風水害や地震等の自然災害に向けた対策の一層の強化 

• 全一般ガス導管事業者連名での災害時連携計画の届出や、計画運用に向けた解説書の作成及び災害時応援

要綱の改定、「大規模災害時の保安業務の在り方に関する検討会」への参画等を通じ、災害時対応の強化に

向けた対応を着実に進めた 

• 国との協議を通じ、経済安全保障推進法における事前審査対象となるガスインフラ重要設備の選定に貢献

する等、都市ガスの安定供給に向けた国との連携を強化した 

• 都市ガス成分測定用ヘリウムのひっ迫を受け、ヘリウム代替となる水素利用に向けた JIS 改正手続きを進

めるべく、特別委員会の設置及び JIS改正原案を実施し、早期の JIS改正に貢献した 
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• 災害時の対応力強化に向け、災害対策に関する会員事業者の好事例の水平展開や事業者毎の地震対策状況

の見える化を行うとともに、地方毎の特徴を踏まえた応援受入演習及び報告会の開催を通じた地方部会内

連携の更なる拡充を図った 

• 広域災害時における応援体制の構築に向け、南海トラフ地震を想定した災害対策本部訓練を実施した 

 

 

普及領域 

（１）カーボンニュートラル社会実現に資する都市ガスの優位性・利便性の訴求 

• 国や社会が抱える諸課題解決に向けた都市ガスの果たす役割についての訴求等を通じ、省エネ法、建築物

省エネ法等の国の主要政策におけるガス機器・ガスシステムの適正な評価獲得に貢献した 

• 国の支援策拡充につなげるべく、カーボンニュートラル社会実現や需要家側のレジリエンス強化に資する

都市ガス及びガスシステムの役割についての発信を強化した 

• メタネーションや水素利用、CO2 分離回収に関する研究・調査や e-methane の環境価値定量化に向けたサ

プライチェーン別 CO2排出量評価ツールの作成等、業界大での技術開発テーマを推進した 

 

（２）会員事業者の支援 

• コージェネレーション・地域エネルギーシステム協議会を全国エリア別に開催し、カーボンニュートラル

社会実現に向けた国の政策動向や、地域の低・脱炭素に資する先導的事例を共有するとともに、地方自治

体等に対し低・脱炭素社会における会員事業者のプレゼンス向上を訴求した 

• 建築物分野における ZEB 化ニーズの高まりを踏まえ、ガスシステムを活用した ZEB 化の更なる認知度向上

に向けて「ガス ZEBポータルサイト」を開設する等、ガスシステムの PRツールの拡充を図った 

• 「地域脱炭素先行地域づくりセミナー」や「ガス ZEB 勉強会」の Web 開催などリモートツールも活用しつ

つ先行事例の横展開を図る等、会員事業者の実務者を含めた幅広い層に対し情報提供を行った 

• 「家庭用ガスシステムの今後の普及活動に向けた説明会」の開催や家庭用ガスシステム PR冊子の制作等を

通じ、会員事業者による自治体やステークホルダーへのカーボンニュートラル社会実現に向けた家庭用分

野における都市ガスシステムの価値訴求に向けた支援を行った 

• 技術賞表彰制度の運営を通じ、ガス業界の発展に資する技術開発を表彰、発信することで、会員事業者に

よる技術開発の促進と業界全体の技術レベル向上を図った 

• 給湯器の需給ひっ迫対応として、会員事業者へのオリ・パラ選手村給湯器の提供を着実に実施した 

 

（３）関係業界との連携 

• 「暮らしの未来シンポジウム 2022」、「Gas Innova」、「NGVフォーラム」等の開催を通じ、天然ガスの普及

拡大やガス事業の高度化実現に資する技術分野を中心とする情報発信を行った 

• 競争力のあるガスシステムの開発に向け、他業界団体（ガス機器メーカー等）との関係を強化した 

• CCR（Carbon Capture & Reuse）研究会事務局として、研究会の運営およびメタネーション施設見学会等の

情報発信活動を実施し、メタネーション社会実装に向け関連企業との関係を強化した 

• 日本ガス体エネルギー普及促進協議会（コラボ）や、ウィズガス CLUB、ブルー＆グリーンプロジェクト、

良好な温熱環境推進フォーラム等への参画・参加を通じ、関係業界との連携を強化した 
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地方領域 

（１）地方ガス事業の持続的発展に向けた活動の強化 

• 会員事業者による地域社会の魅力向上に向けた貢献への支援活動として、車座勉強会（空家活性化対策推

進モデル研究会、バイオガス活用研究会）の開催や地域新価値創出プロジェクト（第 2 ステップ）を実施

した 

• 会員事業者への積極的な訪問活動を通じた事業者の地域活性化・事業多角化に向けた取り組み等に関する

情報収集およびカーボンニュートラルやガス事業制度議論等に関する情報提供を行った 

• 会員事業者の経営層・次世代経営層をメインターゲットとする「地域活性化フォーラム」を開催し、地域

内経済循環や自治体連携を通じて地域活性化を進める具体事例の水平展開や意見交換会を行い、後日講演

事業者とのマッチングウェブ会議を実施した 

• 会員事業者への低・脱炭素のベース知識の浸透に向け、カーボンニュートラル入門冊子の制作やカーボン

ニュートラル関連用語集のデータベース構築、地方部会会議体等での解説講義を実施した 

• 公営事業者におけるガス事業の動向や地域脱炭素への貢献等について、関係省庁との意見交換を実施する

等、公営ガス事業者に関する課題の動向把握に努めた 

• 地方ガス事業経営基盤強化のための支援として、一昨年度に行った都市ガス事業者賠償責任保険の一部制

度改正に関する適切な周知等に努めた 

 

（２）地域単位での会員サービス活動充実化への支援 

• 都県ガス協会やガス事業協同組合との接点強化を通じた会員事業者との接点機会の拡大を図るとともに、

地方部会を通じた地域単位での会員サービス活動の充実化を支援した 

 

 

広報領域 

（１）平常時の広報活動 

• 時宜を捉えた会長会見の実施、論説委員やエネルギー担当記者との情報交換等による報道各社の理解促進

への働きかけや新たなコンセプトワードの活用推進、ガス事業 150 周年の広告発行等、ガス事業の国・社

会への貢献や将来に向けたアクションに関する社会的認知度向上に資する取り組みを行った  

 

（２）災害時の広報活動 

• 広報対応の基礎に関する説明や地震時広報のケーススタディをテーマとした研修会の開催等による会員事

業者への働きかけを通じ、お客さまの安全・安心や早期復旧につながる正確な情報発信に向けた業界全体

の対応力の底上げを図った 

 

（３）大阪・関西万博出展に向けた対応 

• ガスパビリオン建設に向けた検討を着実に進め、パビリオンのコンセプト、名称、建築デザインについて

のプレスリリースを行うとともに、Twitterにおいて「日本ガス協会 2025大阪・万博アカウント」を開設

する等、社会に対しガスパビリオンについての積極的な情報発信を行った 

 

（４）将来世代に向けた広報活動 

• 将来を担う子供たちのエネルギーに対する認識・関心向上に向け、次期学習指導要領下でのエネルギー授

業拡大のための教育関係各所への働きかけやエネルギー授業を紹介する PR冊子の作成、各種情報提供を通

じた会員事業者の取り組み支援等を行った 
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２． 会員サービス活動に関わる活動報告 

（１）北海道部会 

①ガスパーソンとして必要な知識・技術向上の支援 

• ガス事業に係る専門知識の習得、階層別職員の能力向上、事業環境の変化及び経営基盤の強化に資する各

種スキルアップ研修を開催した 

• 保安従事者のスキル習得に向けた緊急保安研修や自主保安活動に資する保安人材育成・指導力向上に係る

担当者会議を開催した 

  

 ②地方部会内共助に向けた企画・実施 

• 災害対応等レジリエンス強化に向け、大規模自然災害・サイバー攻撃等を想定した情報連絡訓練や応援受

入演習を実施するとともに、演習から得られた要望事項等への対応、デジタル操作の習得（被害状況報告

システム、G-React、復旧見える化システム）を行った 

• カーボンニュートラル化に向け、環境関連行政機関（経産局・環境事務所・北海道等）との連携を強化し、

会員事業者への情報提供を行うとともにコージェネレーション・地域エネルギーシステム協議会を通じた

自治体への情報発信、会員事業者の地域における低・脱炭素に向けた取り組みの側面支援を行った 

• 会員事業者の経営基盤強化・地域活性化等に係る取り組みについて、課題解決に向けた事例・支援策等の

情報提供を行った 

 

（２）東北部会  

 ①ガスパーソンとして必要な知識・技術向上の支援 

• 経営基盤を支える人材の企画力・業務対応力向上を図るための業務研修を実施するとともに、行政情報・

業界動向・業務活動に関する先進的な取り組み事例等共有する業務セミナーを開催した 

• 保安人材育成、保安水準の維持・向上を図るための保安技術に関する知識を習得する技術力向上研修を実

施するとともに、安定供給の確保に資する供給設備に関する座学・実技講習会を開催した 

 

 ②地方部会内共助に向けた企画・実施 

• 技術委員会、保安推進グループ会議、技術分科会等を通じた保安関連情報の提供・事故事例研究等の実施

や技術普及セミナー開催等による新技術の紹介･普及への取り組みを行った 

• 非常事態時の応援受入訓練をはじめ、非常事態における運用要領に基づく調査等の実施、被害状況報告シ

ステム訓練等を通した JGA-DRESSおよび G-Reactの適切な運用に向けた取り組みを行った 

• 都市ガス利用の普及拡大を図るため、都市ガスの高度利用に向けた東北コージェネレーション・地域エネ

ルギーシステム協議会の運営を行った 

• 各県都市ガス協会等との連携強化や各種会議等における会員と行政機関との情報交流促進、各県の保安技

術関係会議における情報提供・意見交換を実施した 

• 進展するＩＴ化に的確に対応するとともに、会員に対する部会活動の概要を周知する会報の発行や会員間

および関係機関との情報交換・連絡ツールとなる部会会員名簿の作成・配付を行った 

• 自治体等のステークホルダーとの連携深化に繋がる地域エネルギー事業等、地域活性化活動の課題に関す

る意見交換や事例等の情報提供を通じ、地域脱炭素に向けた事業者の取り組みを推進した 
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（３）関東中央部会  

 ①ガスパーソンとして必要な知識・技術向上の支援 

• 保安人材育成に向け、技術普及支援講習会等における会員ニーズに則した内容や開催方法の見直しを実施

した 

• ワーキンググループでの議論を踏まえ会員事業者ニーズに則した内容での講習会・セミナー等の実施を通

じ、事業基盤強化に向けた人材育成の取り組みを行った 

 

 ②地方部会内共助に向けた企画・実施 

• 部会の独自の保安向上に向け、関東中央部会の特性に応じ策定した要綱等の円滑な実施による実効性の向

上を図った 

• 地方ガス事業者の持続的発展に向け、地域活性化・デジタル活用・SDGs推進等の事例共有や課題解決支援

等を実施した 

• 関東中央部会の特性を踏まえたコージェネレーション・地域エネルギーシステム協議会の開催等、分散型

エネルギーシステム・エネルギーの地産地消促進のための支援等、低炭素・カーボンニュートラルに貢献

する天然ガス普及活動を実施した 

• 関東中央部会ホームページやリモート手法の活用等による会員事業者への迅速・的確な情報提供を行った 

• コロナ感染症に対する JGA 対応指針や経営形態多様化を踏まえた部会運営を着実に実施した 

• 地域の特性を踏まえたカーボンニュートラルや地域活性化に関する情報提供等を行った 

 

（４）東海北陸部会  

①ガスパーソンとして必要な知識・技術向上の支援機能 

• 経営基盤・業務対応力の向上のため、制度議論結果等に関する説明会やエネルギーシステムに関する補助

金説明会、営業マンスキルアップ研修、カーボンニュートラルに関する業務セミナーを実施した 

• 保安人材の育成のため、ガス主任技術者試験受験準備研修会や東邦ガス開放コース（製造関係、供給関係、

消費機器関係）、技術普及セミナーを実施した    

 

②地方部会内共助に向けた企画・実施機能 

• 安定供給・安全確保（レジリエンスの強化）に向け、情報連絡訓練（台風・豪雨時、サイバー攻撃発生時

等）や防災訓練（部会事業者合同訓練、復旧システム操作訓練等）および訓練見学会、災害時リエゾン派遣

訓練（中部近畿産業保安監督部連携）を実施した 

• 災害時連携計画を踏まえ、当部会の課題に応じた応援受入れ演習および報告会を実施した。個別の被害想

定に基づき、事業者の相互連絡、従業者の派遣・運用、復旧方法等をまとめた 

• コージェネレーション・地域エネルギーシステム協議会（中部・北陸）を通じて、関係自治体に対してカー

ボンニュートラルに向けた事業者の取組みを共有し、事業者と自治体との連携深化に貢献した 

• 部会大会・地域活性化フォーラム等を通じて関連情報の共有を図る等、事業者の地域活性化への貢献に向

けた支援を行った 
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（５）近畿部会  

 ①ガスパーソンとして必要な知識・技術向上の支援 

• 保安人材育成に向け、被害状況報告訓練及び復旧支援システム操作訓練など各種訓練の実施や保安に関わ

る知見を深める保安見学研修会、保安技術向上に資する応援受入報告会、技術セミナー、委員会等を実施

した 

• 事業者幹部を対象とした経営セミナーや外部講師の講演による業務セミナーの実施およびエネルギー政策

やカーボンニュートラルへの取組み等の情報発信により、事業者の業務内容、業務遂行の立場に応じた知

識と意識の向上支援を行った 

• 他の地方部会と連携した広域オンライン講演会および講習会の実施や近畿ガス事業協同組合との連携によ

る研修の充実化等を通じ、事業者の知識、技術向上機会の拡大を図った 

 

 ②地方部会内共助に向けた企画・実施  

• 事業者保安巡回の実施による自主保安活動の情報共有化と参加メンバーの意見交換を通じて事業者間連携

の推進等、保安レベル向上のための取り組みへの支援を行った 

• 近畿ガスコージェネレーション・地域エネルギーシステム協議会でのコージェネ見学会の実施やガス普及

に関する好事例の紹介等による情報共有や業務事例発表会等の開催を通じ、事業者共助によるガス普及を

促進した 

• 部会の特性を踏まえた地域活性化に関する情報提供や意見交換、地域脱炭素への取り組み推進事例等の情

報提供を行うとともに、激変緩和対策事業や行為規制対応など新たな事案への対応について支援を行った 

 

（６）中国・四国部会  

 ①ガスパーソンとして必要な知識・技術向上の支援 

• 保安人材の育成・各種スキルの向上に向けて事業者主催研修や製造関連・施設見学・低温設備体験会を実

施した 

• 天然ガス普及拡大に資する業務研修、業務セミナーを実施した 

• 技術普及セミナー、技術開発普及会議を通じ、新技術・新工法の普及を図った 

 

 ②地方部会内共助に向けた企画・実施 

• 保安・レジリエンスの強化に向け、ガス安全高度化計画 2030の推進による事業者保安レベルの向上を図る

とともに、災害対策検討ワーキンググループや応援受入演習を通じた災害対策・救援体制の整備強化を行

った 

• 天然ガスの普及拡大に向け、中国･四国コージェネレーション・地域エネルギーシステム協議会を通じた自

治体等との連携やコージェネレーションの更なる普及拡大への支援を行った 

• セミナー・研修開催時の情報交換会の開催等により若手職員層の人的交流を促進した 

• 地方ガス事業の持続的発展に向け、地域エネルギー事業等の活動事例の共有を通じた地域活性化の取り組

み意義の水平展開や地域脱炭素への取り組み事例等の情報提供、会員事業者と自治体等との連携支援を行

った 
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（７）九州部会  

 ①ガスパーソンとして必要な知識・技術向上の支援 

• ガス普及、経営基盤強化に資する人材育成支援の研修やガスボイラの普及に資する提案人材育成研修を実

施した 

• 事業者が有する「人材開発センター」を活用し、技術研修や講習会を実施した 

• 内管工事資格制度講習トレ－ナー教育や技術講習会を実施した 

 

 ②地方部会内共助に向けた企画・実施 

• 事故事例の効果的情報提供や経年管対策進捗管理等によるガス安全高度化計画 2030の遂行支援を行った 

• 自主保安活動支援による保安基盤強化や災害対応力強化に向けた要綱・要領・復旧対策の浸透、災害時緊

急対応体制の強化、サイバーセキュリティ情報の共有化を行った 

• ガス導入拡大事例の共有を図る業務推進セミナーの開催や九州コラボ事業の推進、九州地区コージェネレ

ーション・地域エネルギーシステム協議会を通じた会員事業者と自治体との連携強化に向けた支援を行っ

た 

• 地域エネルギー事業など地域活性化活動の課題に関する意見交換や事例等の情報提供を通じた事業者の地

域活性化への貢献に向けた取り組み支援を行った 

 

 

３． 経営基盤に関わる活動報告 

（１）機関運営と制度運用 

• 会員事業者の導管部門法的分離を踏まえた適切な役員体制を構築するとともに、行為規制等を踏まえた各

機関の適切かつ効果的な運営やガス事業 150周年を活用した事業活動の企画・展開を行った 

• 会員事業者の経営形態変化に伴う入退会手続き等、会員制度の適切な運用を行った 

 

（２）事務局人材施策と業務基盤 

• カーボンニュートラル社会実現に向けた課題へのタイムリーな対応やデジタル利活用による情報発信の充

実化に向けた事務局組織の見直しを行う等、事務局内組織・人材施策を検討・実行した 

• 事務局内コミュニケーションの活性化に資する携帯端末リモートツールの導入やシステム総点検等を通じ

た情報セキュリティ対策の強化等、事務局業務における IT・通信基盤強化に向けた取り組みを行った 

• 万博特別会計の適切な運用やインボイス制度対応への準備、事務局内部の監査等を通じ、事務局業務の円

滑かつ適切な遂行に資する総務・経理業務を確実に実施した 

 

（３）基幹業務 

• 業界におけるコンプライアンスの徹底に向けた会員への周知や関係法令に関する有益な情報発信等の法的

サポートを通じ業界全体での法令理解向上を図った 

• 会員ニーズや導管部門の法的分離も踏まえた事業者の実態に合わせた統計調査を実施するとともに、調査

の効率化・充実化に向けた対応を行った 

• 新型コロナウイルス感染状況を踏まえた各機関における感染対策の実行および事務局内対応方針の改定等、

事業継続に向けた感染症対応を着実に実施した 

 

 

Ⅳ．事業報告の附属明細書 

 明細書に記載すべき事項は特になし 


